
住宅改修が必要な理由書
＜基本情報＞

歳

1 ・ 2 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5

＜総合的状況＞

（ Ｐ１ ）

被保険者
番号 ○○○○ 年齢 90 生年月日 ○○○○ 性別 2 現地確認日 ○○○○ 作成日 ×××××

要支援 要介護 所属事業所 □□事業所

資格
（作成者が介護支援専門

員でないとき）

豊後大野市○○町□□１番地 氏名 □○□△

※　被保険者証に記載された住所と同一であるか必ず確認のこと。
連絡先 ○○○○-××－○○○○

確認日 年　　　　月　　　　日 氏　名 評価欄

住　　　　　　　　所 着工日 要介護度 提供年月 改修金額 残　　　額 限度額リセットの適用

円 転　　　居 　　　 （　無　　・　　有　）

円 段階変更 ⇒ （　無　　・　　有　）

車いす

特殊寝台

床ずれ予防用具

体位変換器

手すり ○

スロープ

歩行器 ○ ○

歩行補助つえ

認知症老人徘徊感知機器

移動用リフト

腰掛便座

特殊尿器

入浴補助用具 ○ ○

簡易浴槽

利
用
者

作
成
者

被保険者
氏名 介護　太郎

要介護認定
（該当に○）

改修
実施住所

保
険
者

改修履歴
円

利用者の身体状況

腰部脊柱管狭窄症や下肢筋力の低下がある。屋内は歩行器が無ければ移動ができない状態。認知症等の診断は無く、コミュニケーションに問題は無
い。日中は居間のソファに座りテレビを見ながら過ごす。ソファからの立ち上がり→歩行器への掴まりの動作は介護者の見守り要する。排尿のためトイレ
に日中１５回ほど。介助が無ければトイレ内の動作はできない。夜間は介護者の負担もあるためオムツを利用。入浴はデイで利用することを嫌い、自宅
にて家族の介助により入浴を行う。

福祉用具の利用状況と
住宅改修後の想定

改修前 改修後

介護状況

妻８６歳。事業対象者。家事動作は概ね自立しているが、高齢ということもあり歩行の際には壁や柱に手を添えるなどして移動している状況。市外に長男
と長女がおり、それぞれ月に１回ほど帰省して支援している。外出は可能で、タクシーを利用しての買い物や、隣の敷地に移動販売車が来るので買い物
ができている。夫の介護全般をほぼすべて担っている。

そ
の
他

住宅改修により、
利用者等は日常生活を

どう変えたいか

排泄や洗身の際は，壁につかまったり妻に支えてもらったりしている。トイレと浴室に手すりを取り付けることで、安定して立位が保つことができ、妻の介
護負担の軽減につながるようにしたい。

男 女
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住宅改修が必要な理由書 （ Ｐ２ ）
＜Ｐ１の「総合状況」を踏まえて、　①改善をしようとしている生活動作　②具体的な困難な状況　③改修目的と改修の方針　④改修項目（改修箇所）　を具体的に記入してください。＞

②　①の具体的な困難な状況（・・なので
・・で困っている）を記入してください

□ トイレまでの移動 □ できなかったことをできる　 ■ 手すりの取りつけ

■ トイレ出入口の出入 ようにする ・ トイレ写真①～②

（扉の開閉含む） ■ 転倒等の防止、安全の確保　  ・ 浴室③～⑤

■ 便器からの立ち座り（移乗を含む） ■ 動作の容易性の確保　　　 ・

■ 衣服の着脱 ■ 利用者の精神的負担や　 ・

□ 排泄時の姿勢保持 不安の軽減 ・

□ 後始末 ■ 介護者の負担の軽減　　　 ・

□ その他 □ その他 ・
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） （　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・

□ 浴室までの移動 □ できなかったことをできる　 ・

□ 衣服の着脱 ようにする □ 段差の解消

■ 浴室出入口の出入 ■ 転倒等の防止、安全の確保　  ・
（扉の開閉含む） ■ 動作の容易性の確保　　　 ・

■ 浴室内での移動（立ち座りを含む） ■ 利用者の精神的負担や　 ・

■ 洗い場での姿勢保持 不安の軽減 ・
　　　　　　（洗体・洗髪含む） □ 介護者の負担の軽減　　　 ・

■ 浴槽の出入（立ち座りを含む） □ その他 ・

□ 浴槽内での姿勢保持 （　　　　　　　　　　　　　　　　　） □ 引き戸等への扉の取替え

□ その他 ・
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・

□ 出入口までの屋内移動 □ できなかったことをできる　 ・

□ 上がりかまちの昇降 ようにする ・

□ 車いす等、装具の着脱 □ 転倒等の防止、安全の確保　  □ 便器の取替え

□ 履物の着脱 □ 動作の容易性の確保　　　 ・

□ 出入口の出入 □ 利用者の精神的負担や　 ・
（扉の開閉含む） 不安の軽減 ・

□ 出入口から敷地外までの □ 介護者の負担の軽減　　　 ・
屋外移動 □ その他 □ 滑り防止等のための床材の変更

□ その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・

□ □ できなかったことをできる　 ・

□ ようにする ・

□ □ 転倒等の防止、安全の確保　  □ その他

□ □ 動作の容易性の確保　　　 ・

□ □ 利用者の精神的負担や　 ・
不安の軽減 ・

□ 介護者の負担の軽減　　　 ・

□ その他 ・
（　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・

①　改善をしようと
している生活動作

③　改修目的・期待効果をチェックした上で、
改修の方針（・・することで　・・が改善できる）を記入してください

④改修項目　（改修箇所）

排
泄

排泄後の拭き取りができず、一旦便座から立ち上がり
動作をしなければならないが、しっかりと掴まれる物が
ない。壁に掴まるのと妻の支えで立ち上がるが不安定。
また妻も高齢のため負担が大きい。拭き取りや、ズボン
上下の際の立位保持も不安定。
トイレ出入口の敷居に２センチの段差がある。つまずく
ことが多く、何度か転倒しかけたことがあった。

手すりがあることでしっかり掴むことができ、妻が支えに
ならなくても立位保持が可能となる。手すりに掴まること
で体勢が安定する。また、介護者の負担も軽減される。
トイレ出入口の手すりを掴むことで、躓きと転倒の防止に
なる。

入
浴

浴室と脱衣室の間に段差があり、ドアサッシや壁に掴
まって昇降しているが、濡れて滑りやすく危ない状況。
シャワーチェアからの立ち上がりの際、シャワーのカラ
ンに掴まっているが、つかみにくく不安定なため危ない。
浴槽をまたぐ際に、浴槽の縁を掴むが、滑りやすく掴み
にくい。
介護者も一連の動作の際、すぐに支えられるよう見守り
が必要となる。

手すりを必要箇所に取り付けることで、体勢が安定す
る。このため、転倒に対するリスクも軽減し、介護者の負
担も軽減される。
写真⑤の手すりについては、鏡側の壁のすぐ裏に給水
棺が通っており強度上取付が困難。そのため床からの
支柱と窓側の壁から手すりを取り付けることで強度が確
保でき安全に掴まることができるようにしています。

外
出

そ
の
他
の
活
動
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